
７ 広報たぶせNo.949

▼

施
策
の
体
系

■「田布施町まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは

　　人口減少問題を克服するため、「田布施町人口ビジョン」を基に、産業、地域、人材など、町の活力創出に
資する施策を重点的に絞り込み、「基本的な施策」、「目標数値」、「５年間の重要業績評価指標（KPI）」を示し
た「戦略本体」と、その具体的な取組を記載した行動計画である「アクションプラン」で構成しています。

■基本的な施策の方向・目標数値

　Ⅰ　多様な働く場の不足による若年層の流出を止める！　（町人口ビジョンの基本的視点）

　・基本目標①　産業振興による雇用の創出　目標数値：雇用創出数 50 人（Ｈ 27 年度～Ｈ 31 年度）
　　　若い世代の人口流出に歯止めをかけるため、本町の特性を活かした第６次産業の育成、中小企業や創業
　　　の支援、農林水産業の育成など産業の活力を高め若者などの雇用の場の創出を目指します。
　・基本目標②　人材の定着・環流・移住の推進　目標数値：人口の社会的減少の抑制＋ 39 人（Ｈ 32 年）
　　　若者を含めた幅広い世代の UJI の流れを創り出すため、県内大学等との連携による若者の町（県）内
　　　定着や都市と農山漁村の交流など社会減の抑制に取り組みます。

　Ⅱ　出生率の低迷による継続的な人口減少の流れを変える！　（町人口ビジョンの基本的視点）

　・基本目標③　結婚・出産・子育て環境の整備　目標数値：年少人口 1,836 人（H32 年）
　　　少子化の流れを変えるためには、結婚から妊娠・出産、子育てまでの切れ目のない支援や、社会全体で
　　　子育て家庭を支える環境づくりを進め、次代を担う子どもたちの教育を充実させます。

　Ⅲ　安心して住み続けられる良好な生活環境を確保する！　（町人口ビジョンの基本的視点）

　・基本目標④　持続可能で元気な地域社会の形成　目標数値：地域リーダー育成６人（H27 年度～ H31 年度）
　　　住み慣れたまちや地域で引き続き安心して住み続けてもらうため、駅周辺の機能整備や中山間地域の集
　　　落機能の維持・活性化など、持続可能で安心して生活できる元気な地域の形成に取り組みます。
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